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医
療
・
介
護
の
地
域
受
け
皿
は
大
丈
夫
か

　

医
療
・
介
護
総
合
法
案
は
医
療
・
介

護
難
民
を
新
た
に
生
み
出
す
も
の
で
、

「
地
域
の
受
け
皿
不
足
」
は
深
刻
で
す
。

要
支
援
者
の
保
険
外
し
は
、
重
度
化
や

認
知
症
の
早
期
発
見
の
遅
れ
、
孤
立
化

を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
対
策
が
必

要
で
す
。
ま
た
介
護
職
の
人
材
育
成
を

図
る
べ
き
で
は

◆
福
祉
部
長

　

居
宅
で
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る

人
の
３
割
は
要
支
援
で
、
そ
の
う
ち
訪

問
介
護
と
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
保

険
給
付
費
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
阻
害

さ
れ
な
い
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
の
特
性
を
活
か

し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
た
め

に
、
介
護
の
人
材
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
、
財
政
的
支
援
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
市
と
し
て
の
体
制
を
整
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

　

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
老
後
が
送

ら
れ
る
よ
う
、
子
供
時
代
か
ら
健
康
寿

命
に
着
目
し
た
健
康
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
下
呂
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
「
ま
め
体
操
」

の
継
続
放
送
を
求
め
ま
す
。

◆
健
康
医
療
部
長

　

今
年
度
も
「
ま
め
体
操
」
を
ひ
と
月

に
２
週
間
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送
枠

の
拡
大
に
つ
い
て
は
番
組
編
成
上
の
問

題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
課
題
と

し
検
討
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
で
き
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
県
立
病
院
・
旧
金
山
病
院
・
旧
下
呂

館
跡
地
利
用
の
現
状
と
市
長
の
考
え

◆
市　

長

　

市
有
地
有
効
利
用
研
究
会
と
市
立
金

山
病
院
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
か
ら
ご

提
案
を
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
総
合
的

に
判
断
し
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

各
振
興
事
務
所
・
出
張
所
に
つ
い
て

①
地
域
振
興
に
対
す
る
課
題
と
対
応
策

◆
萩
原
振
興
事
務
所
長

　

地
域
力
の
向
上
に
向
け
て
は
、
自
治

会
組
織
な
ど
の
地
縁
型
組
織
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
目
的
を
持
っ
た
テ
ー
マ
型

組
織
の
両
輪
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
各
自
治
会
で
は
、
高
齢
化
・
人

口
減
少
と
い
う
人
口
構
成
の
激
変
を
迎

え
、
地
縁
型
組
織
を
ど
う
維
持
し
、
機

能
を
向
上
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
近
助
」「
互
助
」

を
担
う
地
縁
型
組
織
の
強
化
を
第
一
の

課
題
に
地
域
防
災
・
地
域
福
祉
の
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
竹
原
出
張
所
の
現
状
と
今
後

◆
市
民
部
長

　

今
年
４
月
か
ら
は
市
民
部
の
職
員
が

交
代
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
日

平
均
約
12
人
の
来
庁
者
が
あ
り
ま
す
。

業
務
に
よ
っ
て
は
市
役
所
窓
口
へ
お
越

し
い
た
だ
き
、
手
続
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
子
育
て
支
援
を
、
第
２
子
保
育

料
を
半
額
に

①
子
育
て
新
制
度
の
要
保
育
度
認
定

で
、
追
加
負
担
や
保
育
料
の
負
担
増
の

心
配
は
な
い
か
。

◆
福
祉
部
長

　

延
長
保
育
な
ど
の
追
加
負
担
や
保
育

料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
が
示
す
公
定

価
格
を
基
に
決
め
て
い
き
ま
す
。

②
休
日･

夜
間･

病
後
児
保
育
な
ど
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応
は

◆
福
祉
部
長

　

休
日
・
夜
間
保
育
は
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
検
討
し
ま
す
。
病
後
児
保
育
の
要

望
は
あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
知
識
な

ど
が
必
要
で
、
す
ぐ
に
開
設
で
き
ま
せ

ん
。
関
係
機
関
と
検
討
が
必
要
で
す
。

③
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

に
、
第
２
子
の
保
育
料
を
同
時
通
園
に

限
ら
ず
、
２
分
の
１
に
軽
減
し
て
は
ど

う
か
。

◆
市　

長

　

他
の
子
育
て
支
援
策
と
合
わ
せ
総
合

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
明

確
な
答
弁
は
で
き
ま
せ
ん
。

道
路
整
備
の
現
状
と
今
後
の
計
画

　

県
道
門
和
佐
瀬
戸
線
・
県
道
下
呂
白

川
線
門
和
佐
地
内
工
事
・
蛇
之
尾
大
鹿

野
間
の
計
画
に
つ
い
て

◆
建
設
部
長

　

県
は
、
県
道
門
和
佐
瀬
戸
線
の
二
ノ

樽
地
内
で
バ
イ
パ
ス
新
設
に
着
手
し
、

現
在
橋
梁
の
下
部
工
を
施
工
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
下
呂
白
川
線
は
、
門
和

佐
中
央
地
内
で
バ
イ
パ
ス
工
事
を
施
工

し
、
蛇
之
尾
大
鹿
野
間
は
バ
イ
パ
ス
以

降
の
狭
小
区
間
の
事
業
化
に
向
け
た
設

計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
全
て
の
路
線
に
つ
い
て
引
き

続
き
県
へ
要
望
を
行
い
ま
す
。

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

市
の
主
な
事
業
と
事
業
効
果
に
つ
い
て

◆
副
市
長

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
身

近
に
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
森
林
環
境
税
を
利
用
し
て
木

製
の
机
・
椅
子
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
環
境
税
の
目
的
と
し
て
、

山
を
守
り
豊
か
な
水
を
育
む
と
言
っ
た

点
か
ら
も
間
伐
や
不
用
木
の
除
去
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
で
も

今 井 政 良 議 員
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市
内
林
業
事
業
体
に
総
勢
77
名
の
森

林
技
術
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
３

年
未
満
の
新
規
就
業
者
は
わ
ず
か
で

す
。
今
林
業
関
連
の
映
画
が
上
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
林
業
へ
の
関
心
や
理
解
が

高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
林

業
業
界
が
再
び
元
気
や
活
気
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
高
山
線
全
線
開
通
80
周
年
記
念
事
業

◆
観
光
商
工
部
長

　

Ｊ
Ｒ
東
海
・
県
・
沿
線
市
町
10
自
治

体
で
誘
客
の
促
進
や
地
域
社
会
の
発
展

を
目
的
に
共
同
宣
伝
委
員
会
を
発
足
し

ま
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
、

の
ぼ
り
の
設
置
と
記
念
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
て
喚
起
を
促
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

３
大
都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と

共
に
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
市
制
施

行
10
周
年
記
念
と
合
わ
せ
、
子
ど
も
の

夏
休
み
期
間
を
対
象
に
小
坂
駅
か
ら
金

山
駅
ま
で
の
列
車
を
利
用
し
市
内
の
観

光
資
源
に
触
れ
る
機
会
を
計
画
し
ま
す
。

合
掌
村
・
下
呂
温
泉
病
院
ル
ー
ト
改
修
は

◆
建
設
部
長

　

ご
指
摘
の
沿
道
は
地
権
者
の
ご
協
力

を
得
て
立
木
伐
採
を
行
っ
た
結
果
、
冬

期
の
日
当
た
り
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま

し
た
が
、
道
路
勾
配
は
き
つ
い
の
で
凍

結
防
止
剤
の
散
布
の
回
数
を
増
や
し
た

り
、
早
期
除
雪
に
よ
り
対
応
い
た
し
ま

す
。
松
葉
前
の
交
差
点
は
高
山
国
道
事

務
所
で
事
業
化
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

数
年
後
に
は
北
進
車
が
右
折
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

る
程
度
経
費
削
減
が
図
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
合
併
特
例
債
を
活
用
す
れ
ば
将

来
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
ど
こ
か
で
庁
舎
の
整
備
が
必

要
と
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
元
利
償
還

金
の
７
割
が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
合
併

特
例
債
の
活
用
が
市
の
将
来
の
た
め
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

③
現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
30
年
度
ま

で
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
予
測
さ

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
先
10
年
は
ど

う
い
う
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
合
理
化

計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
今

後
５
年
間
の
歳
入
と
歳
出
の
見
積
を
推

計
し
た
も
の
で
す
。
大
型
建
設
事
業
と

し
て
「
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
」、「
統

合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」、「
新
庁
舎

の
整
備
」
に
つ
い
て
も
見
込
ん
で
い
ま

す
。
下
呂
市
の
歳
入
の
約
４
割
を
占
め

る
地
方
交
付
税
の
算
定
方
法
が
、
合
併

に
よ
る
市
町
村
面
積
拡
大
の
影
響
や
消

費
税
増
税
に
伴
う
社
会
保
障
制
度
改

革
の
動
向
な
ど
に
よ
り
、
今
後
、
大
き

く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
中
、
６
年
目

以
降
の
予
測
が
立
て
ら
れ
な
い
現
状
で

す
。
10
年
間
の
傾
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、

数
字
で
は
な
く
あ
く
ま
で
傾
向
と
い
う

か
た
ち
で
あ
れ
ば
示
す
こ
と
は
可
能
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
公
開
の
検
討
を
し

ま
す
。

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

◆
総
務
部
長

　

近
年
他
市
の
ホ
ー
ル
で
「
避
難
訓
練

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
、
避
難
訓
練
を

行
う
前
提
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
訓
練
の
開
催
に
は
、
出
演
者
、
観

客
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
交

流
会
館
で
は
、
職
員
の
避
難
誘
導
訓

練
と
合
わ
せ
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
避
難
誘
導
訓
練
を
計
画
し

て
い
ま
す
。「
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
関
係

部
署
と
協
議
し
検
討
し
ま
す
。

水
道
管
の
布
設
替
え
に
つ
い
て

◆
上
下
水
道
部
長

　

市
内
の
水
道
施
設
の
中
で
、
最
も
古

い
施
設
は
約
60
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
水
道
管
も
布
設
か
ら
40
年
を
経
過

し
た
老
朽
管
路
が
残
っ
て
お
り
、
漏
水

率
が
高
い
簡
易
水
道
も
あ
り
ま
す
。

　

老
朽
施
設
は
水
道
水
の
安
定
供
給
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。「
下

呂
市
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
準
じ
て

計
画
的
に
更
新
を
行
い
ま
す
。

林
業
の
担
い
手
育
成
は

◆
農
林
部
長

31
年
度
問
題
の
着
地
点
を
見
据
え
た
上

で
の
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

①
２
０
４
０
年
の
姿
も
踏
ま
え
て
、
庁

舎
機
能
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
事
が
大
切
で
は

な
い
か
。

◆
総
務
部
長

　

日
本
創
生
会
議
が
提
言
し
た
２
０
４

０
年
の
人
口
推
計
は
大
変
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
に
伴
う

庁
舎
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
見

直
し
、
職
員
数
の
減
少
も
含
め
平
成
35

年
の
職
員
数
を
２
５
０
人
と
し
て
庁
舎

の
規
模
を
求
め
て
い
ま
す
。
人
口
が
減

少
し
業
務
量
の
減
少
を
想
定
し
変
化
に

対
応
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
取
り
方
や
、

多
目
的
用
途
に
対
応
し
た
会
議
室
な
ど

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
「
合
併
特
例
債
の
期
限
」
と
い
う
整

備
財
源
の
説
明
で
な
く
、
31
年
度
問
題

を
踏
ま
え
「
建
設
後
の
経
常
経
費
が
ど

の
様
に
変
化
す
る
」
を
市
民
に
判
り
易

く
示
す
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
が

◆
総
務
部
長

　

新
庁
舎
建
設
後
の
経
費
は
、
必
要
な

く
な
っ
た
旧
庁
舎
を
見
直
す
こ
と
で
あ

服 部 秀 洋 議 員
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中 野 憲 太 郎 議 員
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